


フォトニュース

第
１
６
期
農
業
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す

　
　
　
　
＾
写
真
並
順
Ｖ

　
　
渡
辺
英
明
（
柿
園
）

　
　
　
　
権
守
文
夫
＾
下
募
地
）

渡
辺
利
章
＾
倉
見
）

　
　
渡
辺
康
雄
＾
上
町
）

　
　
　
　
　
　
梶
原
富
造
一
柿
園
）

川
村
幸
雄
＾
倉
見
）

一
会
長
代
理
一
重
森
源
喜
一
柿
園
一

　
　
　
　
　
　
滝
口
　
旭
一
上
町
）

高
山
勉
＾
本
町
）

＾
会
　
曇
滝
口
憲
一
＾
上
町
〕

　
　
　
　
　
　
佐
藤
靖
夫
＾
上
町
）

前
田
房
夫
＾
下
暮
地
〕

寿
　
女
性
学
級
合
同
闘
級
式
■

６
０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
学
習
活

動
す
る
寿
学
級
と
、
女
性
を
対
象
に

学
習
活
動
す
る
女
性
学
級
が
６
月
ｎ

日
に
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
お
い
て
合
同
開

級
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
－
回
合
同
学
級
と
し
て
、
山
梨

学
院
大
学
法
学
部
教
授
の
宮
坂
広
作

先
生
に
よ
っ
て
「
生
き
が
い
の
創
造
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、
笑
い

を
交
え
た
お
話
し
に
、
学
級
生
た
ち

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

り
ん
冒
珊
・
究
会
一
斉
腕
除

　
り
ん
ご
研
究
会
（
会
長
勝
俣
翠

氏
）
で
は
、
会
員
各
自
が
栽
培
し
て

い
る
り
ん
ご
の
木
の
共
同
防
除
作
業

を
６
月
と
７
月
に
行
い
ま
し
た
。



フォトニュース

虫
歯
予
防
教
室

　
　
　
（
６
月
４
旦

お
父
さ
ん
と
一
緒
の
会

　
　
　
（
６
月
１
５
日
）

禽
員
募
黒
し
で
い
ま
す

　
　
砂
つ
と
う
げ
手
織
り
の
里
ダ
ル
『
プ
一
一

　
み
つ
と
う
げ
手
織
り
の
里
グ
ル
ー

プ
で
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後
か
ら

手
織
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
草
木
染
め
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
現
在
１
４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
随
時
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
お
問
い
合
せ
先

　
　
　
倉
見
　
川
村
久
江

　
　
　
貫
２
５
）
３
Ｃ
７
８

地
聴
噌
づ
く
り
尼
が
ん
ば
．
っ
て
し
心
蟹
す
。

　
６
月
１
４
日
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

一
会
長
渡
辺
ふ
ゆ
子
氏
〕
に
よ
る
大
豆

の
種
ま
き
が
南
都
留
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
味
噌
づ
く
り

事
業
を
進
め
て
好
評
を
得
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
遊
休
農
地
を
利

用
し
て
、
輸
入
で
は
な
い
お
い
し
い

大
豆
を
栽
堵
し
、
地
味
噌
を
つ
く
ろ

う
と
試
み
て
い
ま
す
。



災．
防

　
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
を
想
定
し

て
定
期
的
に
家
族
で
防
災
会
議
を
開

き
、
ど
ん
な
と
き
に
も
対
処
で
ぎ
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
ｏ

●
家
具
の
安
全
な
配
置
と

　
　
　
転
倒
防
止
対
策

　
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
パ
タ
ー
ン

を
も
と
に
、
対
策
を
話
し
合
い
、
家

具
の
固
定
や
配
置
換
え
、
収
納
方
法

な
ど
を
点
検
す
る
。

●
建
物
周
辺
で
の

　
危
険
な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク

　
家
の
周
辺
に
落
下
物
に
な
り
そ
う

な
も
の
が
な
い
か
、
避
難
口
が
確
保

で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　
消
火
器
や
火
災
報
知
器
な
ど
の
場

所
も
。

●
非
常
持
出
し
晶
の

　
チ
ェ
ッ
ク
と
入
れ
替
え

　
家
族
構
成
の
変
化
や
子
ど
も
の
成

長
に
合
わ
せ
て
、
非
常
持
出
し
品
を

そ
ろ
え
、
置
き
場
所
に
つ
い
て
も
話

し
合
う
一

　
食
料
や
薬
の
期
限
の
点
検
も
忘
れ

ず
に
。

●
被
災
時
の
運
緒
方
法
や

　
　
避
難
場
所
の
確
認

　
家
族
全
員
が
一
緒
に
い
な
い
場
合

を
想
定
し
て
話
し
合
う
。

　
特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
は
、

場
合
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
。

　
避
難
場
所
へ
は
、
家
族
で
実
際
に

経
路
を
確
認
し
な
が
ら
歩
い
て
み
る
。

●
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の

　
　
避
難
方
法
を
確
認

　
災
害
弱
者
で
あ
る
お
年
寄
り
や
子

ど
も
に
は
、
特
別
の
配
慮
が
必
要
。

　
避
難
時
の
服
装
や
非
常
食
、
避
難

方
法
に
つ
い
て
も
、
よ
く
話
し
合
う
。

●
防
災
と
被
災
時
の
仕
箏
を

　
　
家
族
で
分
担

　
こ
こ
に
記
述
し
た
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る

仕
事
を
決
め
る
。

　
被
災
時
の
仕
事
に
は
、
誰
か
し
ら

不
在
の
場
合
も
想
定
し
、
複
数
で
の

担
当
を
。

災週間 ８月３０目～９月５目

目冒ろ１＝偏えの大切

ＱＱｐ



５防災

グラツ！地■轟生 。
　そのときどうするか地震から身を守る１０か条

　
激
し
い
揺
れ
の
中
で
は
、
思
う
よ

う
に
行
動
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、

こ
の
ｍ
か
条
を
覚
え
、
と
っ
さ
の
判

断
と
行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
し
ま

し
よ
う
。

１
　
ま
ず
、

　
　
　
わ
が
身
の
安
全
を
第
一
１
こ

　
命
が
な
に
よ
り
も
大
切
。

　
地
震
に
気
付
い
た
ら
、
す
か
さ
ず

身
の
安
全
確
保
。

３
　
非
常
脱
出
口
を
確
保

　
特
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物

で
は
、
揺
れ
で
建
物
が
ゆ
が
み
、
出

入
口
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
も
。
す

ば
や
く
扉
を
開
け
て
逃
げ
口
確
保
。

４
　
火
が
で
た
ら
ま
ず
消
火

　
天
井
に
燃
え
移
る
前
な
ら
初
期
消

火
が
で
き
る
。
「
火
事
だ
！
」
と
大

声
で
叫
び
、
隣
近
所
に
も
協
力
を
求

め
な
が
ら
消
火
に
努
め
る
。

６
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や

　
　
　
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い
。

　
避
難
す
る
と
き
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
門
柱
・
自
動
販
売
機
な
ど
は
倒

れ
や
す
い
の
で
注
意
。

　
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
に
も
近
寄
ら

な
い
。

２
す
ぱ
や
く
火
の
始
末
を

　
　
　
あ
わ
て
ず
冷
静
に

　
「
火
を
消
せ
！
」
と
声
を
掛
合
い
、

台
所
や
暖
房
の
器
具
な
ど
の
火
を
確

実
に
消
す
。

　
電
気
器
具
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

７
　
　
　
　
が
け
崩
れ

　
　
　
津
波
に
も
注
意

　
山
間
部
や
海
岸
地
帯
で
地
震
を
感

じ
た
ら
、
早
め
の
避
難
態
勢
を
と
り
、

惰
報
に
注
意
し
て
行
動
を
。

９
　
応
急
救
護
は

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
協
力
で

　
お
年
寄
り
や
幼
児
、
身
体
の
不
自

由
な
人
、
ケ
ガ
人
に
は
、
み
ん
な
の

気
づ
か
い
と
助
け
合
い
を
。

５
　
外
へ
逃
げ
る
と
き
は

　
　
　
あ
わ
て
ず
に

　
窓
ガ
ラ
ス
や
瓦
な
ど
の
落
下
物
が

あ
る
の
で
、
む
や
み
に
外
へ
飛
び
出

さ
な
い
。
落
ち
岩
い
て
注
意
し
な
が

ら
外
へ
出
る
こ
と
。

　
　
ｂ
同
凹

避
難
は
徒
歩
で
、

持
ち
物
は
最
小
限
に

　
指
定
さ
れ
た
地
域
の
避
難
場
所
に

安
全
な
経
路
を
歩
い
て
避
難
。

　
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
使
わ
な
い
。

１
０
　
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、

　
　
　
　
余
震
を
お
そ
れ
な
い
。

　
う
わ
さ
や
デ
マ
に
振
り
回
さ
れ
な

い
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
正
し
い
情

報
を
常
に
取
り
入
れ
、
的
確
な
判
断

を
。



生衛

皿
は
い
つ
も
き
れ
い
に

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
利
用
者
の

も
の
で
す
。

　
清
掃
当
番
を
決
め
て
い
つ
も
き
れ

い
に
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

可
燃
ご
み

　
柿
園
－
本
町
・
上
町
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
月
・
木
曜
日

　
倉
見
・
下
暮
地
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
火
・
金
曜
日

（
地
区
境
付
近
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

曜
日
が
逆
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
〕

不
燃
ご
み

　
　
町
内
全
域
水
曜
日

　
※
午
前
８
時
ま
で
に
必
ず
搬
入

…
一
　
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
レ

一
ン
ジ
等
の
粗
大
ご
み
は
．
ス
テ
ー
シ
ョ

一
ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
役
場
発
行
の
証
明
書
を
持
参
の
う

一
え
、
富
士
吉
田
市
環
境
美
化
セ
ン
タ

一
ｉ
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一
※
洗
濯
機
は
、
モ
ー
タ
ー
を
は
ず
し

一
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

…
一
証
明
書
の
発
行

一
■
［
場
所
］
役
場
（
環
境
衛
生
担
当
〕

一
［
発
行
］
月
－
金
曜
日
．

　
　
　
　
午
前
８
時
３
０
分
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

一
［
持
参
］
印
鑑

．
焼
却
炉
設
置
補
助
金
制
良
を
実
施
し
て
い
事
す
・
．

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
を
家
庭
の
焼
却
炉
で
自
家
処
理

し
て
も
ら
う
よ
う
焼
却
炉
設
置
補
助

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
額

　
焼
却
炉
購
入
費
の
２
分
の
１

　
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　
限
度
額
　
－
万
円

一
補
助
対
象

一
　
－
世
帯
に
つ
き
ー
基

一
　
＾
た
だ
し
、
町
内
居
住
者
で
町
税

一
　
　
を
完
納
し
て
い
る
方
一

一
交
付
申
請

　
領
収
書
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

　
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
間
い
合
せ

　
役
場
　
住
民
課
環
境
衛
生
担
当

　
亙
（
２
５
〕
２
１
２
１

　
夏
は
、
食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節
。

「
わ
た
し
は
大
丈
夫
。
食
べ
物
が
傷

ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
、
に
お
い
で

わ
か
る
。
」
と
考
え
る
の
は
軽
率
で

す
。
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
が
増
え
て

も
、
食
品
の
味
、
に
お
い
、
色
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
に

は
死
亡
に
い
た
る
ケ
ｉ
ス
も
あ
る
の

で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

細
菌
性
食
中
毒
の
原
因
と
予
防

、
．
細
薗
の
性
竈

一
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

菌オリ
　
　
　
　
　
一
類

ブ
　
　
　
　
　
一
介

ビ
　
　
　
　
　
一
魚

炎
　
　
　
　
　
一
産

腸
　
　
　
　
　
一
海

●海にすむ魚や貝など

　に付しｒて台所へ

●真水に弱い
●葬削こ毫毫し、

■魚介類は謂理前１こ流

　水でよく洗う

■使ったまな板、包丁
、

　ふきんなどを熱湯消
　毒する

ぷどう球菌

作りのおにぎり 、おはぎ

●化膿した傷口、にき
　び、鼻、毛髪などに
　しｒる

●加熱しても壊れない
　毒素をつくる

■手や指１こ傷があると

　きは食晶に直接触れ
　なし、

■食晶は冷蔵し、なる

　べく早く食べる

サルモネラ菌

肉． 卵、

一
己

●ネスミ、ゴキプリの

　ほかイヌ、ネコ、小
　烏など、ペットも汚
　染源に

●熱によわい

■肉類は十分に火を通
　し、卵は必ず冷蔵す
　る

■ネズミ、ゴキブリ
、

　八工などを駆除する

　
食
品
に
表
示
さ
れ
る
日
付
が
、

「
製
造
隼
月
日
」
か
ら
、
い
つ
ま
で

も
つ
か
を
示
す
「
期
限
表
示
」
に
変

一
わ
り
ま
し
た
（
平
成
９
隼
３
月
３
１
日

一
ま
で
に
製
造
・
加
工
・
輸
入
さ
れ
る

一
食
品
は
「
製
造
年
月
日
」
ま
た
は

一
「
輸
入
年
月
日
」
の
表
示
で
よ
い
）
。

一
「
期
限
表
示
」
に
は
、
消
費
期
限
と

一
品
質
保
持
期
隈
の
２
種
類
が
あ
り
、

一
劣
化
し
や
す
い
食
品
に
は
消
費
期
限

一
が
、
比
較
的
劣
化
が
遅
い
食
品
に
は

一
品
質
保
持
期
限
（
ま
た
は
、
賞
味
期

一
限
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
食
品
を
買

一
う
と
き
、
食
べ
る
と
き
に
は
、
こ
れ

一
ら
の
表
示
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



健

盟
一
．
．

腓
晶
■

帯
・
．
．

　
人
間
の
大
部
分
は
「
水
分
」
で
す
。

一
般
的
に
成
人
５
０
堕
の
体
重
の
人

は
、
一
日
食
品
中
の
水
分
を
含
め
２

０
０
０
－
２
５
０
０
舳
の
水
分
を
補

給
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
上
手
に

水
分
補
給
を
し
、
こ
の
夏
を
乗
り
切

ろ
う
。　　　一　　■　’

註＝・註

｝・
↓

□
榊

・
・
燃

．
．
一

８
ダ
イ
エ
ツ
ト
コ
ー
ク

『
ポ
カ
リ
ス
エ
ツ
ト
瓜

『
ヨ
ら
縞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮 」１日にの
’　　　　　　貫券１葺癸金
ｒ　　ｒ　　　 ｒ　　 こ隻８男 ・・

ルーツ村はちみっぺヵヵルピススプラィト１午後の紅茶ダィェット 　　夏すの分の水
籟　レモン 　］■ラ 　ソ」ダ 　　　箒クテペヵ　　　　を 。水を体竺

鰍繍翁＿　菖圭蓋書奏モ　「 一５昌　　　　９３昌　　　　「５０呂　　　　１８石昌　　　　１８０昌　　　１７７冨　　　１６２９　　　１５０昌　　　８２．５冨　　　　口呂

トに及ぼす影響
轟のバランスのくずれ　　　　　　　　　鯉　　　溝

的な満腹感がえられるため　　　　　吸収が早く 、すぐエネルギーに

の食事に影響がでてくる　　　　　　かわる

　　　　　　砂精をとりすぎると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　套　　　　　　　　骨粗しよう症　　　　　♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の長い問砂糖をとりすぎると血液　　　 ・筋肉や骨がもろくなり 、骨折し　　　文
酸性になり 、これを中和する　　　　やすい　　　　　　　　　　　　　

れ出てしまう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社

ピ
コ
１
＾
甘
さ
す
つ
き
り
〕

午
後
の
紅
茶
＾
甘
さ
ひ
か
え
め
）

野
菜
ジ
ユ
Ｉ
ス

オ
レ
ン
ジ
ジ
ユ
■
ス
１
０
０
％

は
ち
み
つ
＆
レ
モ
ン

フ
ア
で
～
ミ
ニ
プ
ラ
ス

ポ
カ
リ
ス
エ
ツ
ト

商
晶
名

３
４
０
ｍ
ｌ

３
４
０
ｍ
ｌ

１
９
５
ｍ
ｌ

２
０
０
ｍ
ｌ

３
５
０
ｍ
ｌ

１
０
０
ｍ
ｌ

３
４
０
ｍ
ｌ

内
容
■

１
７
３
４
９

１
６
３
２
９

１
１
１
１
９

２
１
４
９

３
９
６
５
９

１
２
１
’
９

７
１
９

一
恭
当
た
り
の
竈
分

０呂８２ ．５昌１５０昌１６２畠１７７昌１８０昌１８石昌ｒ５０昌９３昌ｒ－ ５昌

体に及ぼす影響
栄轟のバランスのくずれ

一時的な満腹感がえられるため

あとの食事に影響がでてくる

鯉　　溝
吸収が早く 、すぐエネルギーに

かわる

砂精をとりすぎると

筋肉や骨がもろくなり 、骨折し
やすい

大
蜴
薗
Ｏ
－
１
５
７
っ
．
て
な
に
・

　
ベ
ロ
毒
素
産
生
性
夫
腸
菌

０
１
５
７

毒
素
産
生
性
大
腸
菌
は
、
１
９
８
２

年
に
ア
メ
リ
カ
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に

よ
り
集
団
下
痢
症
事
件
が
発
生
し
て

以
降
、
カ
ナ
ダ
で
も
集
団
発
生
が
あ

っ
た
。
い
ず
れ
の
事
例
も
、
数
名
の

患
者
が
死
亡
し
た
た
め
、
あ
ら
た
な

食
中
毒
起
因
菌
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。　
我
が
国
で
は
、
１
９
９
１
年
に
、

埼
玉
県
内
の
保
育
園
で
飲
用
井
戸
水

一
塩
素
滅
菌
さ
れ
て
な
い
水
）
を
原

因
と
し
て
発
生
し
た
。
こ
の
事
例
で

も
園
児
２
名
が
死
亡
し
、
杜
会
的
な

注
目
を
集
め
た
。
東
京
都
内
で
は
、

１
９
９
３
年
に
小
学
校
と
保
育
園
で

発
生
し
た
。
幸
い
死
亡
者
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
溶
血
性
尿
毒
症
性
症
候

群
を
併
発
し
て
ー
ヵ
月
以
上
入
院
す

る
症
例
が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
集
団
発
生
事
例
は
、
全
国

的
に
み
て
も
、
年
に
数
件
程
度
で
あ

る
。
し
か
し
、
国
立
予
防
衛
生
研
究

所
が
発
行
す
る
全
国
微
生
物
検
出
情

報
に
よ
れ
ば
、
家
庭
で
起
き
た
散
発

事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
溶

血
性
尿
毒
症
性
症
候
群
を
併
発
す
る

と
、
死
亡
率
が
高
い
こ
の
病
原
菌
に

よ
る
感
染
は
最
も
危
慎
さ
れ
る
。
と

く
に
、
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
感
染
は
、

約
１
Ｏ
Ｏ
個
以
下
で
成
立
さ
れ
る
と

い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
細
菌
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
二
次
汚
染
も
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
症
状
は
は
じ
め
粘
液
性

の
下
痢
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大
量
の

鮮
血
を
伴
う
出
血
性
の
下
痢
と
激
し

い
腹
痛
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は

４
－
８
日
後
に
軽
快
す
る
。
し
か
し
、

５
歳
以
下
の
乳
幼
児
や
老
人
あ
る
い

は
免
疫
能
力
を
減
ず
る
よ
う
な
基
礎

疾
患
を
持
つ
成
人
は
、
こ
れ
ら
の
症

状
に
引
き
続
い
て
、
３
；
ｕ
日
後
に

溶
血
性
尿
毒
症
性
症
侯
群
を
併
発
す

る
場
合
が
あ
り
、
適
切
な
治
療
が
施

さ
れ
な
い
と
死
亡
す
る
こ
と
が
あ

る
。　
［
食
中
毒
防
止
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
注
意
事
項
］

Ｑ
食
中
毒
の
汚
染
源
は
食
肉
と
く

　
に
牛
肉
と
い
わ
れ
て
お
り
、
肉
類

　
か
ら
二
次
汚
染
を
防
止
す
る
。

＠
　
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
は
中
心
部
が

　
７
５
度
、
！
分
以
上
加
熱
す
る
。

ゆ
　
患
者
の
糞
便
や
オ
ム
ツ
を
取
り

　
扱
っ
た
後
は
、
手
洗
い
と
手
指
の

　
消
毒
を
徹
底
し
、
家
庭
内
で
の
二

　
次
汚
染
を
防
ぐ
。

＠
　
保
育
園
な
ど
で
は
お
も
ち
ゃ
な

　
ど
を
介
し
て
、
人
か
ら
人
へ
感
染

　
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
下
痢
症

　
状
が
あ
る
場
合
は
登
園
さ
せ
な

　
い
。



健保

一
保
健

饒
血
に

こ
協
力
を

　
多
く
の
人
の
生
命
を
救
う
血
液
一

は
、
一
人
ひ
と
り
の
献
血
に
よ
っ
て
一

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
に
一

苦
し
む
方
に
健
康
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
一

血
液
を
贈
り
ま
し
さ
つ
。
献
血
へ
の
一

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

［
日
時
］
８
月
６
目
一
火
）

　
　
　
午
前
１
０
時
；
午
後
３
時

［
場
所
］
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

　
　
　
タ
ー

小
学
生
の
予
防
授
種

二
種
混
合
の
２
期
と
日
本
脳
炎
の
一

２
期
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
［
対
象
］

［
日
程
］
二
種
混
合
８
月
２
１
日
（
水
）
一

　
　
　
日
本
脳
炎
８
月
２
３
日
（
金
）
一

［
受
付
］
午
後
－
時
！
１
時
１
５
分

［
場
所
］
い
き
い
き
建
康
福
祉
セ
ン
一

タ
ー
二
種
混
合
　
６
年
生

（
過
去
三
種
混
合
予
防
接
種
一

－
回
以
下
の
接
種
で
は
効
一
【
持
参
］

果
が
な
い
の
で
対
象
に
な
一

り
ま
せ
ん
。
一

日
本
脳
炎
　
９
－
１
２
歳

（
基
礎
免
疫
終
了
後
４
－
５

年
経
過
し
た
児
童
）

母
子
健
康
手
帳

予
診
票

圓
手
相
談
を
行
つ
て
い
ま
す

　
母
子
相
談
は
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
の
ほ
か
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ

ん
、
子
ど
も
の
こ
と
な
ど
お
母
さ
ん

の
育
児
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
す
こ
や
か
に
赤
ち

ゃ
ん
が
育
つ
よ
う
母
乳
・
離
乳
食
・

一
成
長
発
達
・
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
一

一
で
す
。

一
　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
も
一

一
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
一

一
で
か
け
く
だ
さ
い
。

一
［
目
時
］
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

一
［
時
間
］
午
前
９
時
－
１
２
時

Ｈ
内
容
］

Ｈ
場
所
］

・
母
子
建
康
手
帳
の
交
付

　
及
び
妊
婦
相
談

・
乳
幼
児
の
相
談

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

’朗日 行’ 事 場 ．所 時 由’ 対 象． 者・

１（木〕 健康相談 い乱、き健康福祉センター 午前９時～１２時

・６． （火〕 献 血 い乱１き健康福祉センター 午前１０時～午後３時

阜て木〕 母子相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

阜． （木〕 機能訓練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～

１５｛ホ） 健康相談 い乱、き健康福祉センター 午前９時～１２時

２． １（水） 二種混合予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１帥分 小学６年生

阜２・・ （木） 母子相談 いきいぎ健康福祉センター 午前９崎…１２時

・２２．．＝昧〕 機能訓練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０時～

串倫）’ 日本脳炎予防接種 い乱、き健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 ２期 ９才～１２才

２６．側・ 三種混合予防接種 い乱、き健康福祉センター 鮒午後１時～１時１５分

．２ブ１．（火） 乳児健診 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～ 平成７年１０月 ・ａ年１月 ・４月生

・串１側’ １才６ヵ月児健診 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～ 平成６年１２月 ・７年１月 ・２月生

．包Ｏ’ （金１

健康相談 いきいき便康福祉センター 午前９時～１２時



９　福　　祉

酉檸呵いぎいぎ健康檀祉センタ■

ではこんなことをしています 。

職員によって玄関先までの送り迎え

通所の安全確保と家族との情報交換
一般入浴と特別機械浴を設置

家族で入浴困難な者に対して安全入浴の確

保と 、介護者負担軽滅

ｏ

会食の楽しい食事と健康を

支える食事の提供

‘　　　　　＝　　，
ｏ

．．
三

ｏ　　　ｌ

■．

　　　　　　　 一４・ ，心　　　　　　　　〕
　　）４

レクリェーション ・軽運動 ・趣味活動 ・機能訓練

個人プログラム作成

健康相談

休養 体温、脈拍、血圧、体重測定

問診

各種のサービスを捉供し、利用者の生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上

を図るとともに、その家族の身体的 ・精神負担の軽滅を図る
。

　概ね６５歳以上の者であって、身体が虚弱、または寝たきり 、若しくは痴呆等のため 、日常

生活を営むのに支障がある者、またはその象族

１日５００円

利用希望者は、役場

役場ＴＥＬ２５－２１２１

福祉係 ・保健衛生係に電話でお申し込みください
。

いきいき健康福祉センターＴＥＬ２５－４０００



１
０

ど
ん
な
公
園
に
し
ま
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
－
柿
の
木
公
園
－

ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
町
の
「
（
仮
称
）
柿
の
木
公
園
」

は
、
平
成
８
隼
度
か
ら
平
成
１
０
年
度

の
３
ヵ
年
に
渡
っ
て
建
設
を
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
公

園
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
な
公
園
に
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
希
望
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
ｕ

月
ま
で
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
　
振
興
課
貫
２
５
一
２
１
２
１

一
』
［

至下

里口±吉田市

匿
原

描　　　　　」ｌｌ

仮称． 柿の木公囚位口図

　
遺
産
分
割
に
つ
い
て
、
相
続
人
の

一
問
で
、
話
合
い
が
付
か
な
い
場
合
や

一
話
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

一
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
を
利

一
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食生活改書推進員会
☆暑い夏を乗り切る為に☆

■
　
■

１

は皮をむいてみ
りし、水につけ
をとり妙めてお

黒
簑
。

旬
　
じ
て
く

Ｈ
１
．

２　鶏レバーはよく洗い
　ゆでてつぶしておく 。

３　ボールに鶏ひき肉 、

　レバ ー、 しそのせん切

　りとなすの妙めたも
　の、小口切り細ねぎ 、

　湯一ノ２カッ プでといた
スキムミルクで湿らせ
たパン粉、酒大さじ１／２

　でといたみそと卵を割
　り入れる

。

４　３を粘りがでるまで
十分混ぜ合わせる 。

５　４のたねをユ人２個

あてくらいに分けて小
　さくまとめる 。

６　フライパンに油を熱
　し、５を入れ両面に焼
　き目をつけ．、中まで火
　をとおす 。

　
家
庭
裁
判
所
の
窓
口
に
は
、
簡
単

に
記
入
で
き
る
申
立
書
の
用
紙
が
備

え
て
あ
り
、
費
用
も
一
件
に
つ
き
九

百
円
と
安
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

調
停
で
は
、
遺
産
の
内
容
や
範
囲

等
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
、
具
体
的

に
そ
の
遺
産
を
ど
う
分
け
る
か
に
つ

い
て
相
続
人
間
で
話
し
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
裁
判
官
と
民

間
か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
に
よ
っ

遺
産
の
額
が
基

礎
控
除
額
を
超
　
、
．
、

え
な
け
れ
ば
相
ウ

［材料］　４人分

材料名 数量９ 目安量
鶏
ひ
き
肉
鶏
レ
バ
ー
な
す
青
し
そ
細
ね
ぎ
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
パ
ン
粉
甘
口
み
そ
卵
油
レ
モ
ン
薄
切
り
妙
め
油
酒

３
０
０
１
０
０
１
０
Ｃ
　
４
１
０
０
　
２
４
　
９
　
１
５
　
６
０
３
９
適
宜
　
７
　
７

中
２
個
大
さ
じ
４
大
さ
じ
ユ
１
／
２
大
さ
じ
１
弱
大
１
個
大
さ
じ
３
大
さ
じ
１
／
２
大
さ
じ
１
／
２

続
税
は
か
か
り

ま
せ
ん

３７７Ｋ ｃ刮１

２３ ．７ｇ

ユ３３９

４． ５ｍｇ

１． ８ｇ

栄養価 エネルギー
たんぱく質

カルシウム

鉄分

塩分

一
て
構
成
さ
れ
る
調
停
委
員
会
が
相
続

一
人
聞
の
合
意
に
よ
り
公
平
か
つ
妥
当

一
な
解
決
が
図
れ
る
よ
う
に
助
言
や
斡

一
旋
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
停
で
ど
う
し
て
も
話
し

一
合
い
が
付
か
な
い
場
合
に
は
、
家
庭

一
裁
判
所
が
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て

一
審
判
を
行
い
、
遺
産
の
分
割
方
法
を

一
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遺
産
分

一
割
の
調
停
及
び
審
判
に
関
す
る
詳
し

一
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
家

一
庭
裁
判
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
被
告
が
、

貧
困
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
ら
弁

護
人
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
に
、
適
切
に
自
分
の
言
い
分
を

主
張
し
た
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
証

拠
を
提
出
で
き
な
い
ま
ま
裁
か
れ
る

と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。　
そ
こ
で
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実

現
す
る
た
め
に
、
憲
法
や
法
律
は
、

被
告
人
が
貧
困
な
ど
の
理
由
に
よ
り

弁
護
人
を
依
頼
で
き
な
い
と
し
て
裁

判
所
に
そ
の
選
任
を
讃
求
し
た
場
合

に
は
、
裁
判
所
が
被
告
人
の
た
め
に

弁
護
士
の
中
か
ら
弁
護
人
を
選
任

し
、
そ
の
弁
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
告
人
が
一
定
の
重
い
刑

罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
で
起
訴
さ

れ
た
場
合
で
弁
護
人
が
付
い
て
い
な

い
と
き
な
ど
に
も
、
裁
判
所
が
国
選

弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
最
近
の
統
計
に
よ
る
と
、
通
常
の

刑
事
裁
判
を
受
け
る
被
告
人
の
３
分

の
２
以
上
が
国
選
弁
護
人
に
よ
る
弁

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す

る
う
え
で
、
国
選
弁
護
人
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
お
分

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。



１１　林　　務

グリ」ンスクールりｇ６ ’
■

森林 ・林業の現状や富士北麓地区の森林を中心とした歴史や文化について学ぶ

「森に抱かれ、森と遊ぶ集い」です
。

１号車

２号車

３号車

４号車

５号車

　　スケジュール

県庁議事堂前→吉田林務

（８：２０発）　（９：２０発）

緑化センター→塩山林務

（８：００発）　（８：４０発）

鰍沢林務　　　（８：３０発）

韮崎林務　　　（８：００発）

大月林務　　　（９：００発）

↓徒歩

　　野烏の森公園

　　（昼食 ・工作）

　　　　　　　　　（１４：４０解散）

　解散後バスは、各地域の出発地点まで戻り

　ます
。

　乗用車駐車場は、塩山 ・鰍沢 ・韮崎 ・大月 ・

　吉田の各林務事務所及び緑化センターです
。

スケジュールについては、若干変更すること

もあります
。

４

５

実施日
平成８年８月１９日（月）

参加資格

県内の小 ・中学生とその保護者及び小 ・中学校

に勤務する先生

募集人員

　１００名

スケジュール　　左記のとおり

参加者の服装及び持ち物等

＠　ハイキングのできる服装で参加してくださ

　　い 。

＠　お弁当、飲み物、敷物、雨具（カッパ）等を

　　持参してください 。

　　参加費用は、無料です 血

６　応募締切

　　　８月１２日（月）（先着１００名で締め切ります 。）

７　申込方法

　　電話で次のところへお申し込みください 。

　　　・山梨県庁　林務部　森林整備課

　　　　ＴＥＬ０５５２（３７）１１１１（内線６１６６）

　　　環境緑化担当　０５５２（２３）１６４８（直通）

　　　・甲府、塩山、鰍沢、韮崎、大月、吉田の各林

　　　務事務所（林業振興課）

※　台風等による荒天の場合は、中止します 。・

主僧　山梨県 ・（財）山梨県緑化推進機欄

後援　山梨県教育委員会



１
２お知らせ

●

暫６
ｄ・・

■

■

一
発
表
　
試
験
後
概
ね
ー
カ
月
後
以
降

自
衛

冒
募

一
■
２
等
陸
・
海
・
空
士
　
女
子

一
資
格
　
１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
者

一
受
付
　
８
月
－
日
－
９
月
Ｈ
日

一
試
験
　
９
月
”
日
－
２
０
日

一
発
表
１
１
月
蝸
日

　
自
衛
隊
で
は
一
般
曹
侯
補
学
生
・

曹
候
補
士
・
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
一
間
合

募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
募
集
事
務
所
へ
お
一

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
一
般
曹
侯
補
学
生

資
格
　
１
８
歳
以
上
２
４
歳
未
満
の
者

受
付
　
８
月
－
日
ｉ
９
月
９
日

試
験
　
ユ
次
　
９
月
蝸
日

　
　
　
２
次
　
１
０
月
３
日
－
８
日

発
表
　
－
次
　
９
月
２
７
日

　
　
　
最
終
　
ｕ
月
１
５
日

■
曹
候
補
士

資
格
　
１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
者

受
付
　
８
月
－
日
ｉ
９
月
９
日

試
験
　
－
次
　
９
月
１
６
日

　
　
　
２
次
　
１
０
月
３
日
ｉ
８
日

発
表
　
－
次
　
９
月
〃
日

　
　
　
最
終
　
ー
ユ
月
蝸
日

■
２
等
陸
・
海
・
空
士
　
男
子

資
格
　
１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
者

受
付
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り

　
　
　
ま
す
。

試
験
　
受
付
後
に
指
定
し
ま
す
。

大
月
募
集
事
務
所

大
月
市
御
太
刀
２
－
８
－
１
０

（
大
月
地
方
合
同
庁
舎
内
〕

－
０
５
５
４
一
２
２
一
ユ
２
９
８

　
８
口
採
用
初
棚
中
齪
討
８

　
県
公
立
小
中
掌
校
口
口
擦
用
困
饒

　
山
梨
県
で
は
、
次
の
と
お
り
採
用

一
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

一
▽
試
験
職
種

　
　
中
級
　
司
書

　
　
　
ク
　
学
校
栄
養

　
　
初
級
　
一
般
事
務

　
　
　
カ
　
警
察
事
務

　
　
　
カ
　
　
土
木

　
　
　
ク
　
　
電
気

　
　
　
ク
　
学
校
事
務

一
▽
申
込
期
間

　
　
　
８
月
２
２
日
（
木
）
ｉ

　
　
　
　
９
月
９
日
一
月
）

一
▽
第
－
次
試
験

　
　
　
９
月
２
９
日
（
日
）

一
▽
申
込
・
問
い
合
せ

一
　
　
山
梨
県
人
事
委
員
会

　
　
甲
府
市
丸
の
内
１
－
６
－
ユ

　
　
　
Ｏ
０
５
５
２
一
２
３
一
１
８
２
ユ

住《 度祉所 ３７ ３５ ３０ ２５ ２０ １５ １０ ５ ２ 年 は の払れ現
所建詳も施にこ 年 年 年 年 年 年 年 年 年 数 次１退うた場こ 建 邊
退しあ設対の の日職と期での ご設
甲共くりをし制 と２金い間働制 存業

設
１

府山はま設て度 Ｏ ８ ６ ４ ２ １ １ お６制うをい度 じ退
崇
．制

市梨次す置 ’に ， ， ， ， ， ， ，

退 り０度 ’通ては で職 退
丸支の 。す労加 ２ ９ ３ ４ ９ ８ Ｏ ３ １ 職 と円で建算も

、

す金 鐵
ノ部と る働入 ３ ６ ５ １ ５ ７ Ｏ ８ ３ 金 なのす設し事全 か共
内串こ た者し ７ ３ ９ ３ ８ ２ ６ ２ １ り掛 。労て業国 済

金
１ ろ一 め住て ， ， ， ， ， ， ， ， ，

額
ま金 働退所ど 制 共

■ ま の宅い ４ ８ ６ １ ８ Ｏ ２ ７ Ｏ すで 者職にこ 度 済
１４ で 融等る ７ ７ ２ ４ ７ ９’ ４ ５ ４ 。退 の金雇の を

資の事 職 たを用建
制

８ ６ ０ Ｏ ０ ２ ４ ８ ０ 盾
嚢１

淋’
■

１９ 制福業 円 円 円 円 円 円 円 円 円 金 め支さ設
鵠＝１ｌｌ１１“二

山
梨
県
建
設
会
館
内

”
０
５
５
２
一
３
５
一
４
４
６
２

地
方
分
竈
瞠
遣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
”
ｏ

　
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
地
方
分
権

一
を
着
実
に
推
進
し
、
よ
り
実
り
の
あ

一
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
県
と
市
町

一
村
と
が
共
同
で
「
地
方
分
権
推
進
シ

一
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
方
分
権
に
つ
い
て
の
講
漬
と
パ

一
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

　
　
一
緒
に
地
方
分
権
に
つ
い
て
考
え

一
て
み
ま
し
よ
う
。

一
日
時
　
８
月
３
０
日
（
金
〕

　
　
　
　
午
後
－
時
３
０
分
－
５
時

一
場
所
　
山
梨
県
自
治
会
館
講
堂

　
　
　
（
甲
府
市
蓬
沢
１
－
１
５
－
３
５
）

一
内
容
・
講
漬

　
　
　
地
方
分
権
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
西
尾
　
勝
氏

　
　
　
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
（
知
事
・
市
町
村
長
代
表
な
ど
）

一
参
加
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
無
料

一
定
員
　
約
２
Ｃ
Ｏ
名

　
　
　
＾
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
〕

一
問
合
　
県
庁
　
政
策
審
議
室

　
　
　
ｏ
０
５
５
２
一
３
７
一
ー
ユ
ユ
ユ



お知らせ帽

９
７
県
民
苧
蠣
予
約
受
何
中

一
予
約
受
付

　
西
桂
町
役
場
総
務
課
総
務
係

　
亙
（
２
５
）
２
１
２
１

一
予
約
締
切
　
８
月
１
６
日

一
配
布
予
定
価
格
　
工
冊
　
５
０
０
円

一
＊
お
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
皆
様
に
御
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
一

ま
す
県
民
手
帳
の
＾
平
成
９
年
版
ｖ

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
は
、
左
記
の
と
お
り
日
一

常
生
活
に
必
要
な
も
の
か
ら
山
梨
県
一

の
姿
を
知
る
た
め
の
統
計
資
料
な

ど
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

意
　
　
見
．

姑

■
か
な
，
安
共
生
社
合
づ
く
ｏ
厄
向
は
て
の

一
ら
せ
る
社
会
実
現
へ
向
け
て
日
頃
、

一
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
と
の
か
か

一
わ
り
の
中
で
、
具
体
的
な
体
験
を
通

一
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
将
来

一
へ
向
け
て
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
、
ど

一
ん
な
意
見
で
も
自
由
で
す
。

一
期
間
　
平
成
８
年
８
月
－
日
－

　
　
　
　
　
９
月
１
０
日
（
必
着
）

一
方
法

　
　
　
　
『
邊
口
』
１
集
！

一
女
性
と
男
性
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
一

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
一

以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
一

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
＾
在
一

学
中
の
方
は
学
校
名
・
学
年
）
一

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の
う
一

え
、
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
一

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

一
表
彰
　
最
優
秀
賞
　
－
点
（
２
万
円
）
一

一
　
　
　
佳
作
　
２
点
（
各
－
万
円
〕

一
　
　
　
平
成
８
年
Ｈ
月
２
１
日
＾
木
一
に
一

一
　
　
　
開
催
す
る
「
女
と
男
ヒ
ュ
ー
一

一
　
　
　
マ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
％
」
の
席

　
　
　
上
で
表
彰
し
ま
す
。

一
間
合
　
県
企
画
県
民
局
女
性
政
策
室
一

　
〒
４
０
０
　
甲
府
市
丸
の
内
１
－
６
－
１
一

　
　
　
〇
　
０
５
５
２
万
亘
ユ
３
５
８
．

　
　
　
Ｆ
Ａ
ｘ
　
０
５
５
２
＾
２
３
）
１
３
５
９

『
姜
術
体
瞼
〇
四
』
参
加
看
，
鶉

芸
術
文
化

．
．
．
．
・
．
．
．
　
　
亭
．

　
県
立
美
術
館
で
は
、
す
で
に
版
画

や
日
本
画
、
油
彩
画
制
作
の
基
礎
知

一
識
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
美
術
体
験

一
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
版
画
プ
レ
ス
機
や
実
習
室
な
ど
を

「
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
」
と
し
て
提

一
供
し
、
自
由
に
制
作
し
て
い
た
だ
き

一
ま
す
。
制
作
意
欲
旺
盛
な
方
の
ご
応

一
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
間
合
　
県
立
美
術
館
普
及
課

　
　
〒
４
０
０
　
甲
府
市
貢
川
１
－
４
－
２
７

　
　
　
亙
０
５
５
２
一
２
８
一
３
３
２
２

これが県民手帳の原寸です
。

●日記欄

●記入欄

●その他

●資料編

●名簿編

●郷土編

●生活編

　　　主な内容
行事予定表（見開き！ケ月）

日記（見開き１週間）

おぼえ，家族欄，住所録（別冊）

東京周辺地下鉄路線図，山梨県行政

区域図

山梨県の位置，やまなしのあらまし

年表，山梨県主要指標，統計でみる

山梨のすがた，都道府県別主要指標

市町村別主要指標，歴代知事

県選出国会議員、山梨県知事等，山

梨県議会，山梨県市長会，山梨県町

村会，山梨県市議会議長会，山梨県

町村議会議長会，市町村所在地等一

覧， 都道府県庁一覧

おもな観光地，甲府盆地をとりまく

山々 ，郷土自慢，郷土芸能，甲州方

言番付表，富士山のお天気占い，伝

統工芸，花の名所，山梨の美術館
，

文学館 ・博物館等，やまなしの歴史

文化公園，県立スポーツ施設，ふる

さとの祭り ・行事，武田史跡国宝 ・

自然公園

暮らしの相談窓口，諸届けはこうし

て， 計量単位換算表，くらしの歩み
，

郵便料金表，県内郵便番号表，印紙

税額一覧表，家庭祝儀 ・法事等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
県
立
文
掌
館
か
ら

県
姜
術
祭
に
参
加
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
圓

　
四
十
九
回
を
迎
え
た
本
年
度
の
山
一
　
「
龍
之
介
・
牧
水
・
普
羅
と

梨
県
芸
術
祭
は
、
九
月
十
六
日
（
月
）
一
　
　
八
ヶ
岳
－
北
巨
摩
の
文
学
－
」

の
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
開
一
期
　
間
　
７
月
２
０
日
＾
土
〕
－

幕
式
、
創
作
芸
術
劇
場
を
皮
切
り
に
、
一
　
　
　
　
　
１
１
月
４
日
（
月
）

県
内
各
地
の
文
化
施
設
で
多
彩
に
繰
一
観
覧
料
　
企
画
展
観
覧
料

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
美
術
、
書
道
、
写
真
、
文
学
に
は
一
　
「
二
十
四
の
瞳
」

皆
さ
ん
の
創
作
作
品
を
、
ま
た
、
合
一
　
　
　
（
カ
ラ
ｉ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
〕

唱
、
音
楽
に
お
い
て
も
積
極
的
な
参
一
日
　
時
　
８
月
３
日
（
土
）

加
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
一
　
　
　
　
午
後
－
時
３
０
分
；

方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
場
　
文
学
館
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
場
料
無
料

間
合
　
教
育
庁
学
術
文
化
課
内
　
県
一
問
　
合
　
県
立
文
学
館

　
　
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
一
　
〒
４
０
０
甲
府
市
貢
川
ユ
ー
５
－
３
５

　
　
冊
０
５
５
２
一
２
３
一
１
７
９
１
一
亙
０
５
５
２
一
３
５
一
８
０
８
０



杣お知らせ

部
留
能
カ
開
発
セ
ン
タ
■

　
講
座
へ
の
参
加
者
並
び
に
訓
練
生
一

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
．

一
フ
ラ
■
イ
ス
盤
・
ボ
ー
ル
盤
等
に
よ
る
一

一
金
属
切
削
加
工
や
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
操
一
定
員

一
作
方
法
と
切
削
加
工
、
ガ
ス
溶
接
技
一

一
術
等
が
習
得
で
き
ま
す
。

一
服
装
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間

　
こ
の
訓
練
を
受
講
さ
れ
ま
す
と
採
一

一
寸
、
型
紙
作
り
か
ら
始
め
て
、
動
力
一

一
ミ
シ
ン
、
特
殊
ミ
シ
ン
等
を
使
用
し
一

一
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ジ
ャ
ケ
一
対
象

一
ツ
ト
等
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
一

一
期
間
　
平
成
８
年
１
０
月
３
日
－

　
　
　
　
　
平
成
９
年
３
月
２
５
日

　
　
６
ヵ
月
間

機
械
科
　
１
０
人

服
装
科
　
１
５
人

＾
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）
一

　
月
曜
日
－
金
曜
日

（
土
・
日
・
祭
日
等
は
休
み
）

毎
日
午
前
８
時
４
０
－

　
　
　
午
後
３
時
５
５
ま
で

機
械
科
・
機
械
金
属
工
業
系
企
業
に
就
一

　
職
を
希
望
す
る
人

・
機
械
に
よ
る
各
種
技
術
を
身

１
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
１
’
　
■
　
　
　
－
　
　
　
　
’

　　　　　８目は通商産業省主唱の

電気便用安全月間です
　　　四安全エレ榊の声気寮全ｇと・右メモ

四　　　　　　　　　　　　　　　　調査を受けましょう

茎．轡研議欝
『　 Ｆ＾　　　ｖ　　　　　　　　　　ておりまず
・■　　　　　　　　　ｏ
　　’’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　＾

　　　　　　　　　　　　　 ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　●　１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乍　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
留籔関東電気保安協会　　　　　　 ’少

　
　
　
に
つ
け
た
い
人

　
　
服
装
科

　
　
　
・
縫
製
関
係
企
業
に
就
職
を
希
一

　
　
　
望
す
る
人

　
　
　
・
縫
製
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
一

　
　
　
い
人

一
応
募
　
８
月
－
日
（
木
）
－

　
　
　
　
　
９
月
２
５
日
（
水
〕

一
手
続
　
入
校
願
書
・
履
歴
書
・
健
康

　
　
　
診
断
書
を
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
一

　
　
　
＾
用
紙
は
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
一

　
　
　
す
。
）

一
特
典
・
授
業
料
無
料

　
　
　
・
実
技
用
器
工
具
は
貸
与

　
　
　
・
雇
用
保
険
受
給
者
に
は
、
訓

　
　
　
練
終
了
ま
で
引
き
続
き
基
本
一

　
　
　
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
受

　
　
　
講
手
当
、
通
所
手
当
も
支
給
一

　
　
　
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
・
上
記
の
手
当
に
該
当
し
な
い
一

　
　
　
人
で
も
一
定
の
条
件
を
み
た
一

　
　
　
す
人
に
は
訓
練
手
当
が
支
給
一

　
　
　
さ
れ
ま
す
。
（
但
し
年
齢
要
一

　
　
　
件
・
４
５
歳
－
６
５
歳
）

　
※
体
験
講
習

　
　
セ
ン
タ
ー
の
様
子
、
訓
練
内
容
一

　
を
知
っ
て
頂
く
た
め
の
体
験
講
習
一

　
を
９
月
１
８
目
＾
水
）
－
９
月
２
０
日
■

　
（
金
）
ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
希
望
一

　
さ
れ
る
方
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

一
問
合
　
県
立
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ｉ

　
　
　
－
　
０
５
５
三
４
３
一
§
丑
一

　
　
　
Ｆ
Ａ
ｘ
　
．
０
５
５
４
＾
４
３
）
８
９
１
２
　
．

県
立
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

親
子
で
楽
し
く
お
菓
子
作
り

一
目
時

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
講
座

日
程
　
８
月
２
２
．
２
３
．
２
６
．
２
７
．
２
９
．
３
０
一

　
　
　
　
、

　
　
　
日
　
９
月
２
・
３
．
５
・
６
．

　
　
　
９
・
１
０
・
１
２
・
１
３
・
〃
日
ま
で
一

　
　
　
１
５
日
間

時
間
　
午
後
６
時
ｉ
午
後
８
時
５
０
分
一

定
員
　
２
０
人

受
講
　
４
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
．

受
付
開
講
日
の
７
日
前
ま
で

　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

訓
忽
生
〕
集

機
械
科

　
こ
の
訓
練
を
受
講
す
る
と
旋
盤
・
一

一
場
所

一
定
員

献
立

持費講
物用師

第
－
回
８
月
４
日
（
旦

第
２
回
８
月
ｕ
目
■
＾
旦

午
前
９
時
３
０
分
－

　
　
午
後
－
時
ｏ
ｏ
分

（
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
）

富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室

各
回
と
も
各
親
子
２
０
組

・
キ
ウ
イ
ス
カ
ッ
シ
ュ

・
ス
イ
カ
と
白
玉
の
デ
ザ
ー

　
ト・
サ
マ
ー
ケ
ｉ
キ

栄
養
士
前
田
由
乃
さ
ん

５
０
０
円

エ
プ
ロ
ン
ニ
ニ
角
巾
・
筆
記

用
具

あ
な
た
も
リ
フ
ォ
ー
ム
名
人

一
日
時

一
場
所

第
－
回
８
月
２
１
日

第
２
回
８
月
２
８
日

第
３
回
９
月
４
日

午
後
－
時
３
０
分
－

　
　
午
後
３
時
３
０
分

富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

水水水



お知らせ価

　
　
　
工
芸
美
術
室

定
員
　
女
性
２
０
名

作
品
・
ゆ
か
た
・
シ
ー
ツ
か
ら

　
　
　
パ
ン
ツ
ル
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ウ

　
　
　
エ
ア
ー

　
　
・
一
枚
の
タ
オ
ル
か
ら

講
師
　
佐
々
木
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

　
　
　
　
佐
々
木
す
み
江
さ
ん

持
物
　
洋
裁
用
具
一
式
・
布
等

申
込

住
所

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の

い
ず
れ
か
で

一
託
児
希
望
者
は
申
込
時
に
一

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
）

都
留
市
中
央
３
－
９
－
３

ｏ
　
０
５
５
４
・
一
４
亘
ユ
６
６
６

Ｆ
Ａ
ｘ
　
０
５
５
４
〔
４
５
〕
１
６
６
３

　
広
が
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ｉ
応
用
技
術

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｇ
を
学
ぶ

一
講
師
　
山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

一
　
　
研
究
員
　
阿
部
正
人
先
生

一
テ
ー
マ

　
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
は
な
ぜ
走
る
の
か

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

　
　
（
ミ
ニ
モ
デ
ル
組
立
て
あ
り
）

一
講
師
　
東
京
電
機
大
学
工
学
部

　
　
　
教
授
　
藤
中
正
治
先
生

一
問
合
　
県
庁
　
企
画
県
民
局
企
画
課

　
　
　
亙
０
５
５
２
一
２
３
一
ユ
３
１
８

一
い
医
学
や
遺
伝
の
知
識
を
も
と
に
、

一
納
得
の
い
く
説
明
と
相
談
に
応
じ
ま

一
す
。

一
◆
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
。

一
◆
来
所
さ
れ
る
場
合
は
予
約
制
で
す
一

一
　
の
で
あ
ら
か
じ
め
電
話
、
手
紙
等
一

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
◆
相
談
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま

　
す
。

　
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
場
所

一
申
込

．
セ
ミ
ナ
Ｕ

す
こ
や
か
出
生
相
談

冒
田
保
ｏ
所

吉
田
保
健
所

無
料
吉
田
保
健
所
保
健
指
導
課

富
士
吉
田
市
上
吉
田
８
４
８
－
１

吾
（
２
２
）
３
２
２
４

や
さ
し
い
科
掌
擾
術
セ
ミ
ナ
ー

レ
ジ
ャ
ー

圭・

　
小
中
学
生
を
は
じ
め
県
民
誰
も
が
一

分
り
や
す
く
科
学
技
術
に
親
し
む
こ
一

と
が
で
き
る
講
演
会
で
す
。

日
時
　
８
月
”
日
＾
金
〕

　
　
　
午
後
－
時
１
５
分
－
４
時
５
０
分
一

　
　
　
＾
受
付
１
２
時
４
５
分
↓

場
所
　
県
立
文
学
館
　
　
　
　
　
．

　
　
　
甲
府
市
貢
川
１
－
５
－
３
５

　
　
　
０
０
５
５
２
一
３
５
一
８
０
８
０

テ
ー
マ

　
心
配
や
不
安
を
お
持
ち
の
方

　
　
ご
相
談
に
の
り
ま
す
。

一
・
家
族
や
自
分
自
身
に
生
ま
れ
つ
き
一

　
と
考
え
ら
れ
る
病
気
等
が
あ
る
と

　
き

　
・
結
婚
し
よ
う
と
思
う
相
手
の
家
族
一

　
に
、
遺
伝
子
に
関
係
す
る
か
も
し
一

　
れ
な
い
病
気
が
あ
る
と
き

　
・
前
の
分
娩
で
異
常
や
奇
形
の
あ
る
一

　
子
が
生
ま
れ
た
け
れ
ど
、
次
の
子
一

　
は
大
丈
夫
か

一
・
親
戚
同
志
で
結
婚
し
た
と
き
に
遺
一

　
伝
的
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
か

一
＊
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
新
し
一

丘
の
公
□
で

　
　
リ
フ
レ
ヅ
シ
ュ
し
ま
ぜ
ん
か

「
丘
の
公
園
」
は
子
ど
も
か
ら
お
年

一
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
方
々
が
家
族
ぐ
一

一
る
み
で
楽
し
め
る
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
一

■
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

　
従
来
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ボ
ー
ル

一
ゲ
ー
ム
場
、
ゴ
ル
フ
場
に
加
え
今
年

一
４
月
に
は
「
ア
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
清
里
」

一
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
　
「
ア
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
清
里
」
に
は
、

展
望
露
天
風
呂
は
も
ち
ろ
ん
多
機
能

一
な
温
水
プ
ー
ル
も
あ
り
、
水
着
で
温

一
泉
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

一
ン
や
リ
ラ
ク
ゼ
ｉ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
も

一
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り

一
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た
い
方
に

一
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
ま

一
す
。
白
然
林
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
れ

一
る
サ
イ
ト
、
ケ
ビ
ン
等
を
整
備
し
ま

一
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
リ
ー
ン
も

一
新
た
に
増
設
さ
れ
、
家
族
そ
ろ
っ
て

一
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
も
で

一
き
ま
す
。

　
清
里
の
大
自
然
の
中
、
レ
ジ
ャ
ー

一
施
設
満
載
の
丘
の
公
園
で
リ
フ
レ
ッ

一
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

、
問
合
　
丘
の
公
園
管
理
公
社

　
　
　
　
田
０
５
５
１
一
４
８
一
５
５
５
１

　
　
　
＾
県
企
業
局
地
域
開
発
課
〕

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
の
散
歩
に
は
、
こ
み
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を

　
　
持
参
し
簑
の
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　お二本 ”袖
”” 倉め

　町　園　　見　で
荻滝関岡武菊

一ｊ、 た

　　　　　　　　（辺簿戸崎藤池川　駆
友申 明… 有巾 英昆　榊伽． 生
梨１１　牛　ヨ　い　　言　上　）
恵呈 桂か 希… 治仁 南童寿 ［士 ［

英治傳哲　　牽泰父
二幸之治弘夫聖母

お
し
あ
わ
せ
に

（新権
田寄

泰貞

代則

（佐新
野田

公票

子仁

（矢宮
田下

文昌

子人

（
娼
姻
）

　
　
柿

　
　
柿

園圓

下
暮
地

河
口
翔
町

上
町

都
留
市

舅

女

合言十

世帯

人口世帯
　平成竃年７月１目現在

２， ４０３人（±〇二

２， ４９８人（±Ｏ〕

４， ９０１人（±Ｏ〕

１， ３６３世帯（十３〕




